
茨城境ライオンズクラブの皆さんと町内小中学校の代表児童生徒
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境町いきいき福祉大会実行委員会が
北海道の復興支援へ義援金を寄付

義援金贈呈式の様子（写真左から県共同募金会山口常
務、いきいきクラブ連合会寺山会長、社会福祉協議会
仲村会長）

　９月に開催された「境町いきいき福祉大会」において
集められた、平成 30 年北海道胆振東部地震への災害義
援金 36 万 7,047 円が福祉大会実行委員会から茨城県
共同募金会に贈られました。
　この義援金は、県共同募金会を通して、復興支援に充
てられます。

11 ／ 29

茨城境ライオンズクラブが
児童生徒に年賀ハガキを贈呈

自衛官と のできるお見合い
お見合いパーティ

結婚相談室
古河店
久喜店

0280-30-7070

完全会員制
公的書類の提出　面接のできる方
★一般社会人ともお見合い可能な会員
★自衛官とのパーティ＆お見合い専用の会員

　茨城境ライオンズクラブ（横島勝巳会長）の皆さんが
役場を訪れ、町内７つの全小中学校の児童生徒へ、年賀
ハガキ約 2,000 枚をプレゼントしました。受け取った代
表児童生徒からは、「毎年手書きの年賀状を作るのでうれ
しい」といった声が聞かれました。

「広報さかい」へ有料広告を
掲載しませんか？

広告
掲載料
※詳しくは下記までお問合わせください。

役場秘書広聴課
電話	 0280（81）1329　
E-mail　	 kouhou@town.sakai.ibaraki.jp

問合せ先

◎ 1段全枠　15,000 円　
◎ 1段半枠　18,000 円

広告募集中

12 ／ 14
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寄付に訪れた野村和包さん（写真右）

野村和包さんが町に寄付
　野村和包さんがモ
ンテネグロ会館改修
のために役立ててい
ただきたいと 70 万
円を寄付されまし
た。

12 ／ 5

寄付に訪れた絆会の皆さん

絆会が町に寄付
　 絆 会（ 篠 原 勉 会
長）が教育振興に役
立てていただきたい
と 30 万円を寄付さ
れました。

12 ／ 10

寄付に訪れた NON 歌謡会の皆さん

NON歌謡会が町に寄付
　NON 歌謡会（荻
野憲子会長）が、チャ
リティーとして集
まった収益金 7 万
510 円を福祉のた
めに役立てていただ
きたいと寄付されま
した。
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寄付に訪れた利根歌謡会の皆さん

利根歌謡会が町に寄付
　 中 央 公 民 館 に お い
て、「利根カラオケ連合
会チャリティーショー

（高橋和男監修）」が行
われ、収益金3万2,625
円を教育振興に役立て
ていただきたいと寄付
されました。

12 ／ 13

寄贈に訪れた日本公衆電話会栃木支部・
境分会の皆さん

日本公衆電話会が町に寄付
　日本公衆電話会栃木支部・境分会から、児童・生徒の
心身健全育成の一助になればと、各小学校 5・6 年生に

「ぼくも、わたしも
社会の一員」、中学
校 1 年生に「中学
生のためのネット
安全ガイドブック」
の冊子を寄贈いた
だきました。

12 ／ 14

一級に合格した夏堀さん

一級　夏堀　沙耶奈
三級　斉藤　由來
次回、珠算検定試験は、平成 31
年 2 月 17 日（日）になります。

第 191 回全国商工会連合会
珠算検定合格者

検定結果




